
第
３
章

男
女
不
平
等
を
測
る
―
―

ジ
ェ
ン
ダ
ー
開
発
指
数
（
Ｇ
Ｄ
Ｉ
）

人
間
中
心
の
開
発
と
い
う
意
味
の
「
人
間
開
発
」
を
提
案
し
た
国
連
開
発
計
画
の
『
人
間
開
発
報
告
書
』

は
、
人
間
の
福
祉
の
到
達
度
を
示
す
人
間
開
発
指
数
（H

um
an

D
evelopm

entIndex
:

H
D

I

）
を
提
案
し
て
、

大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
（
第
１
〜
２
章
参
照
―
―
編
注
）。

し
か
し
、
Ｈ
Ｄ
Ｉ
に
は
男
女
不
平
等
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
不
平
等
）
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
批
判
が
あ
っ

た
。
そ
こ
で
『
人
間
開
発
報
告
書
一
九
九
五
』
は
、「
人
間
開
発
」
と
い
う
理
念
に
沿
っ
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
不

平
等
を
調
整
し
た
う
え
で
人
間
の
福
祉
の
到
達
度
を
示
す
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
開
発
指
数
」（G

ender−related

D
evelopm

ent
Index

:
G

D
I

）
と
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
測
度
」（G

ender
E

m
pow

erm
ent

M
easure

:
G

E
M

）
を
提
案
し
た
。

●
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
統
計

一
般
に
、
労
働
力
調
査
や
事
業
所
調
査
は
非
正
規
（
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
部
門
）
よ
り
も
正
規
の
経
済
活
動
を
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捉
え
る
傾
向
が
強
い
の
で
、
非
正
規
の
領
域
で
重
要
な
女
性
の
経
済
活
動
が
過
小
評
価
さ
れ
る
傾
向
が
強

か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
問
題
を
是
正
し
て
、
女
性
の
状
況
や
役
割
を
認
識
で
き
る
よ
う
に
統
計
と
統
計
活

動
の
再
検
討
が
始
ま
っ
た
の
は
一
九
七
五
年
（
国
際
女
性
年
）
の
国
際
女
性
年
世
界
会
議
（
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
）

以
降
で
あ
る
。

一
九
七
六
年
か
ら
一
九
八
五
年
ま
で
の
一
〇
年
間
（「
国
連
女
性
の
一
〇
年
―
―
平
等
・
開
発
・
平
和
」）
に
は

国
連
統
計
局
や
、
一
九
七
九
年
に
設
立
さ
れ
た
国
際
連
合
国
際
女
性
問
題
調
査
訓
練
研
究
所
（U

nited
N

ations

InternationalR
esearch

and
T

raining
Institute

for
the

A
dvancem

entofW
om

en,

略
称IN

ST
R

A
W

）
な
ど
が

中
心
に
な
り
、
統
計
指
標
の
見
直
し
が
進
め
ら
れ
た
。『
人
間
開
発
報
告
書
一
九
九
五
』
の
Ｇ
Ｄ
Ｉ
や
Ｇ
Ｅ
Ｍ

は
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
統
計
」
に
関
す
る
作
業
の
成
果
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
っ

た
。●

Ｇ
Ｄ
Ｉ
と
Ｇ
Ｅ
Ｍ
の
作
成
方
法

Ｇ
Ｄ
Ｉ
は
、
知
識
（
教
育
―
―
編
注
）、
健
康
、
所
得
の
分
野
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
格
差
の
損
失
を
考
慮
し
た
う

え
で
人
間
開
発
の
到
達
度
を
示
す
開
発
指
標
で
あ
る
（「
基
本
公
式
」
参
照
）。
Ｇ
Ｅ
Ｍ
は
、
議
会
や
管
理
経

第３章 男女不平等を測る―― ジェンダー開発指数（ＧＤＩ）
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営
職
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
比
率
と
所
得
の

ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
シ
ェ
ア
を
Ｇ
Ｄ
Ｉ
の
よ

う
に
指
標
化
し
て
平
均
し
た
も
の
で
あ

る
。表

１
は
先
進
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｉ
と
Ｇ
Ｅ
Ｍ

を
、
ま
た
表
２
は
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
開

発
」
の
領
域
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
の
多

い
南
ア
ジ
ア
の
Ｇ
Ｄ
Ｉ
と
Ｇ
Ｅ
Ｍ
を
示

し
た
も
の
で
あ
る
（『
人
間
開
発
報
告
書
二

〇
〇
九
』
の
資
料
に
よ
る
）。

●
Ｇ
Ｄ
Ｉ
と
Ｇ
Ｅ
Ｍ
の
問
題
点

Ｇ
Ｄ
Ｉ
や
Ｇ
Ｅ
Ｍ
の
問
題
点
と
し
て
、

次
の
よ
う
な
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ジェンダー開発指数（GDI）

教育、所得、健康の男女不平等を調整した到達度を求めて平
均したものがGDIである。教育、健康（平均余命）、所得の元デー
タは（実績値－最小値）／（最大値－最小値）という公式によっ
て０から１の間の値をとる指数に直す。最大値と最小値は平均
余命の場合、女性が８７．５歳と２７．５歳、男性が８２．５歳と２２．５歳で
ある。所得指数は（１）購買力平価表示のGDPを求める、（２）非
農業部門の男女別賃金比率で経済全体の労働所得の男女比率を
決定した上で男女の労働力人口を掛けて男女の労働所得分配シェ
アを求める、（３）この労働所得の男女分配シェアから男女別１
人あたり GDPを求めて、所得指数を求める。男女不平等の調整
の方法は、教育の到達度指標を例にすると、以下のようになる。

������������������������
�
���

ここで pf と pmは女性と男性の人口シェア、Xf と Xmは女性
と男性の教育到達度の指標で、２／３（成人識字率）＋１／３（就学率）
で求められる。eは不平等回避度である。eが０の時に Xeは男女
の教育到達度の平均と等しくなるが、eが大きくなるにしたがっ
て、男女の格差の損失が大きく評価され、教育到達度は低い値
をとる。GDIと GEMでは eは２に定められている。

基本公式
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HDI順位 国名 GDI順位 GDI（２００７年） GEM順位 GEM

１ ノルウェー ２ ０．９６１ ２ ０．９０６
２ オーストラリア １ ０．９６６ ７ ０．８７０
３ アイスランド ３ ０．９５９ ８ ０．８５９
４ カナダ ４ ０．９５９ １２ ０．８３０
５ アイルランド １０ ０．９４８ ２２ ０．７２２
６ オランダ ７ ０．９５４ ５ ０．８８２
７ スウェーデン ５ ０．９５６ １ ０．９０９
８ フランス ６ ０．９５６ １７ ０．７７９
９ スイス １３ ０．９４６ １３ ０．８２２
１０ 日本 １４ ０．９４５ ５７ ０．５６７

HDI順位 国名 GDI順位 GDI（２００７年） GEM順位 GEM

１０２ スリランカ ８３ ０．７５６ ９８ ０．３８９
１３２ ブータン １１３ ０．６０５ － －
１３４ インド １１４ ０．５９４ － －
１４１ パキスタン １２４ ０．５３２ ９９ ０．３８６
１４４ ネパール １１９ ０．５４５ ８３ ０．４８６
１４６ バングラデシュ １２３ ０．５３６ １０８ ０．２６４

表１ 先進国のGDI と GEM

（注） HDIは１８２カ国中の順位、GDIは１５５カ国中の順位、GEMは１０９カ国中の順位。
（出所） UNDP（２００９）Human Development Report 2009, New York : UNDP.

表２ 南アジアのGDI と GEM

（出所） 表１に同じ。

第３章 男女不平等を測る―― ジェンダー開発指数（ＧＤＩ）
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�

Ｇ
Ｄ
Ｉ
は
男
女
別
分
配
所
得
シ
ェ
ア
の
格
差
を
調
整
し
て
い
る
が
、
所
得
の
男
女
格
差
だ
け
で
な
く

家
計
内
の
資
源
配
分
も
考
慮
し
な
い
と
実
際
の
消
費
水
準
の
男
女
格
差
は
わ
か
ら
な
い
。
女
性
に
収
入

が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
女
性
が
ど
の
程
度
ま
で
自
由
に
使
え
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。

�

貨
幣
的
報
酬
と
し
て
の
所
得
格
差
を
取
り
上
げ
て
も
、
女
性
が
関
わ
る
こ
と
の
多
い
貨
幣
的
報
酬
を

と
も
な
わ
な
い
労
働
（
た
と
え
ば
家
庭
内
の
労
働
）
は
視
野
に
入
ら
な
い
。

�

男
女
の
労
働
所
得
格
差
を
非
農
業
賃
金
の
男
女
比
率
で
評
価
し
て
い
る
が
、
開
発
途
上
国
の
農
業
・

イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
部
門
・
家
族
企
業
で
の
男
女
賃
金
格
差
は
十
分
に
評
価
で
き
な
い
。

�

Ｇ
Ｅ
Ｍ
は
女
性
の
議
員
比
率
、
専
門
職
・
技
術
職
の
男
女
比
率
、
男
女
別
収
入
を
評
価
変
数
に
し
て
、

社
会
的
・
経
済
的
に
高
い
地
位
で
活
躍
す
る
女
性
の
割
合
か
ら
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
を
測
ろ
う

と
し
て
い
る
。
し
か
し
Ｇ
Ｅ
Ｍ
は
富
裕
層
の
女
性
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
で
、
大
多
数
の
開
発
途
上
国

の
女
性
の
日
常
生
活
と
は
離
れ
た
指
標
で
あ
る
。

●
Ｇ
Ｄ
Ｉ
と
Ｇ
Ｅ
Ｍ
の
反
響

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
は
あ
る
も
の
の
、
Ｇ
Ｄ
Ｉ
と
Ｇ
Ｅ
Ｍ
は
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
開
発
」
の
重
要
性
を
知
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ら
せ
る
う
え
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
日
本
で
は
、
表
１
に
あ
る
よ
う
に
、
先
進
国
の
な
か
で

日
本
の
実
績
が
特
に
低
い
Ｇ
Ｅ
Ｍ
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

『
人
間
開
発
報
告
書
一
九
九
五
』
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
不
平
等
は
所
得
水
準
と
は
無
関
係
で
あ
る
と
し
て
、

ど
の
よ
う
な
所
得
水
準
で
も
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
は
達
成
で
き
る
と
述
べ
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
必
要
性
を

訴
え
て
い
る
。
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〇
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Ｇ
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作
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水
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の
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分
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し
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い
る
。
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ト
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